
数学が大の苦手だった松高普通科２年
生のＳさん、文系数学で学年トップに
　現在、松高普通科２年に所属するＳさんが青木塾に入塾したのは、高２になってしばらく経ってからのこと。入塾時の面接で「数学がと

ても苦手なので、是非とも何とかしたい」と語った彼女、実際に模試の成績を拝見したところ、英語や国語はかなり出来ていましたが、数

学だけは、いつも学年で 200 番台から 300 番台の間を上下している様子でした。「言葉の力があるから、きちっと勉強したら、きっと大丈

夫ですよ」と申し上げたのですが、ちょうどベクトルの単元が始まった頃に入塾し、最初からきちっと学べたことも幸いしたのか、何と入

塾して数ヶ月後に行われた前期期末テストの数学文①で平均の２倍の点数を獲得して学年トップになりました。最近では、他のクラスの授

業も熱心に聴講して学ぶ彼女の姿から判断して、いずれ定期テストだけではなく、全国的な模試においても大きく飛躍するだろうと確信し

ています。
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